
生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
削
減

溶
接
事
業
所
の
取
り
組
み

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

初
の
溶
接
部
門
、
選
手
が
技
量
競
う

ボ
ブ
ス
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奮
闘
中

溶
接
技
術
で
五
輪
優
勝
目
指
す

ＩＮＤＥＸ（今週ページ）
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国際ウエルディングショーに
期待高まる（６９面）

溶接女子インタビュー　２面

レーザニュース　　　　　　５面

＝３＝

将来の夢は溶接企業の社長

五感を使って溶接習得

　日産自動車の横浜工場一地区の入口に、溶
接技術で製作したハロウィーン用オブジェ
が、設置されている。このオブジェは同社の
女性溶接士が２人で製作したという。担当し
た松原加奈さん（写真㊨）と鈴木瑞希さんに
インタビューした。

　溶接・接合、切断技術の専門展示会「
国際ウエルディングショー」（主催＝日本溶
接協会、産報出版）が来年７月―日の４
日間、東京・江東区の東京ビッグサイト東展
示棟で開かれる。現在、開催に向けてＤＸや
カーボンニュートラルなど今日的なテーマを
踏まえた様々な併催企画が進行しているほ
か、出展社を募集中。月日までの申し込
みについては早期割引が設定されている。特
集で、ＪＩＷＳへの期待、出展者の意気込み、
注目の製品などを取り上げた。

（１） 第３４１１号 （昭和年５月日第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）１１月２３日 ⓒ産報出版株式会社　（毎週火曜日発行）

　
久
し
ぶ
り

に
溶
材
商
社

が
主
催
す
る

展
示
会
に
足

を
運
ん
だ
。

新
規
感
染
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向
か

う
中
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
▼
運
営
側
で
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
展
示
会

が
開
け
ず
、
来
場
者
は

最
新
技
術
を
直
接
確
か

め
る
機
会
を
求
め
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
外
出

す
る
機
会
も
な
か
っ
た

の
で
、
外
に
出
る
切
っ

掛
け
と
し
て
展
示
会
に

来
た
人
も
多
か
っ
た
よ

う
だ
」
。
確
か
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
「
巣
ご
も

り
」
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら

い
外
出
を
控
え
る
人
が

多
か
っ
た
▼
た
だ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
産
業
活
動
が
活
発
化

す
る
中
、
設
備
投
資
意

欲
は
旺
盛
で
、
出
展
社

の
中
に
は
コ
ロ
ナ
禍
前

よ
り
も
多
く
の
成
約
を

得
た
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。
「
消
耗
品
が
売

れ
た
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
、
生
産
現
場
が
動

き
出
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
▼
そ
の
一

方
、
「
受
注
は
堅
調
だ

が
、
素
材
不
足
、
半
導

体
不
足
に
よ
り
、
工
場

の
生
産
が
追
い
つ
か
な

い
」
と
い
う
声
も
あ
っ

た
。
半
導
体
不
足
は
自

動
車
や
家
電
な
ど
一
部

の
産
業
だ
け
に
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
半
導
体
は

様
々
な
工
場
設
備
に
も

使
わ
れ
て
い
る
▼
懸
念

材
料
は
あ
る
が
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

勢
い
が
こ
の
ま
ま
続
い

て
い
く
こ
と
に
期
待
し

た
い
（
Ｙ
）

　
溶
接
事
業
所
は
独
自
の
創
意
工
夫
や
改
善
を
重
ね
て
生
産
性
向
上
や
コ
ス
ト

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
溶
接
機
や
周
辺
装
置
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
や
生
産
工

程
の
見
直
し
な
ど
を
通
じ
て
、
自
社
の
製
品
や
生
産
量
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が

成
功
の
カ
ギ
と
な
る
た
め
だ
。
溶
接
事
業
所
が
自
社
の
製
造
工
程
に
合
わ
せ
て

独
自
に
進
め
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

　
ボ
イ
ラ
機
器
製
造
の
三

浦
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ（
愛
媛
県
松
山
市
）は
、

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た

生
産
工
程
の
中
で
、
溶
接

ワ
イ
ヤ
表
面
の
め
っ
き
が

剥
離
し
、
ケ
ー
ブ
ル
内
に

と
ど
ま
る
こ
と
で
溶
接
不

良
が
生
じ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　
解
決
す
る
手
段
と
し
て

ケ
ー
ブ
ル
内
の
ワ
イ
ヤ
剥

離
を
自
動
で
回
収
す
る
装

置
を
開
発
。
そ
れ
ま
で
不

良
が
発
生
し
た
時
に
ロ
ボ

ッ
ト
を
停
止
さ
せ
て
行
っ

て
い
た
ケ
ー
ブ
ル
内
の
清

掃
が
不
要
と
な
っ
た
。

「
対
策
前
に
月
に
一
回
約

４
時
間
か
か
っ
て
い
た
清

掃
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
」

（
同
社
）
。
年
間
に
す
る

と
約

時
間
の
時
間
短
縮

に
つ
な
が
り
、
現
在
グ
ル

ー
プ
会
社
へ
の
横
展
開
も

計
画
し
て
い
る
。

　
製
薬
や
食
品
プ
ラ
ン
ト

の
サ
ニ
タ
リ
ー
配
管
を
中

心
に
手
が
け
る
関
本
管
工

（
静
岡
県
島
田
市
）
は
、

配
管
の
枝
管
部
を
自
動
で

円
周
溶
接
す
る
「
ロ
ー
ネ

ッ
ク
ウ
ェ
ル
ダ
ー
」
を
自

社
で
開
発
し
た
。

　
「
自
社
で
ジ
グ
や
装
置

を
開
発
す
る
自
由
な
社
風

が
あ
っ
た
」
（
関
本
雅
輔

社
長
）
と
い
う
同
社
が
、

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
開

発
し
た
装
置
は
、
２
本
の

配
管
を
固
定
し
、
内
部
に

シ
ー
ル
ド
ガ
ス
を
充
填
し

た
の
ち
テ
ィ
グ
溶
接
を
自

動
で
行
う
と
い
う
自
社
の

生
産
品
に
最
適
化
し
た
自

動
溶
接
装
置
だ
。
内
面
に

わ
ず
か
な
穴
も
許
さ
れ
な

い
と
い
う
品
質
を
満
た

し
、
安
定
し
た
溶
接
品
質

な
ど
を
確
保
す
る
。

　
同
社
で
は
パ
イ
プ
の
寸

法
合
わ
せ
か
ら
切
断
ま
で

が
簡
単
に
で
き
る
「
自
動

寸
法
出
し
切
断
機
」
も
開

発
す
る
な
ど
多
く
の
自
社

開
発
製
品
を
活
用
し
な
が

ら
売
り
上
げ
増
を
続
け
、

今
年
に
入
り
新
工
場
も
建

設
す
る
な
ど
成
長
を
続
け

て
い
る
。

　
在
籍
す
る
溶
接
士
が
設

計
か
ら
顧
客
提
案
、
そ
の

後
ろ
の
溶
接
工
程
ま
で
す

べ
て
対
応
す
る
「
完
全
な

個
人
プ
レ
ー
」
を
す
る
こ

と
で
業
務
の
効
率
化
と
差

別
化
を
図
っ
て
い
る
の
が

工
場
設
備
や
軽
量
鉄
骨
加

工
を
行
う
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

（
静
岡
県
袋
井
市
）

　
一
人
の
溶
接
士
が
一
貫

し
て
対
応
す
る
こ
と
で

「
情
報
の
把
握
漏
れ
が
な

く
、
効
率
的
な
施
工
の
段

取
り
を
各
自
で
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

す
べ
て
一
人
で
で
き
る
だ

け
で
は
案
件
が
継
続
し
な

い
。
溶
接
技
術
だ
け
は
確

か
な
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
（
牧
野
弘
明
社

長
）
と
溶
接
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
の
強
化
も

継
続
す
る
。

　
発
電
プ
ラ
ン
ト
向
け
大

型
装
置
の
製
造
を
主
業
務

と
す
る
楯
菱
電
産
（
兵
庫

県
稲
美
町
、
楯
川
賢
三
郎

社
長
）
は
製
缶
溶
接
で
発

生
す
る
溶
接
ひ
ず
み
の
抑

制
の
た
め
、
専
用
ジ
グ
の

開
発
や
大
型
水
圧
プ
レ
ス

機
を
用
い
た
曲
げ
加
工
に

よ
る
ひ
ず
み
取
り
の
技
術

を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
厚

板
の
大
型
製
品
の
ひ
ず
み

を
抑
え
る
溶
接
を
実
現
す

る
。

　
製
缶
の
溶
接
用
に
は
円

の
形
を
し
た
蓋
状
の
ジ
グ

を
作
成
。
ジ
グ
に
は
取
手

が
あ
り
、
蓋
を
押
し
な
が

ら
溶
接
す
る
こ
と
で
製
品

の
円
形
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
。
Ｈ
鋼
を
用
い
た
大

型
の
レ
ー
ル
な
ど
の
溶
接

で
は
自
社
製
の
回
転
す
る

円
形
の
ジ
グ
を
使
用
す
る

こ
と
で
溶
接
し
や
す
い
姿

勢
で
溶
接
が
で
き
る
。

　
専
用
ジ
グ
の
構
想
に
は

楯
川
社
長
自
ら
ア
イ
デ
ア

を
出
す
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
対
し
「
溶
接
は
当
社
の

生
命
線
と
な
る
コ
ア
技

術
。
ひ
ず
み
対
策
な
ど
溶

接
品
質
を
高
め
る
取
り
組

み
は
経
営
陣
も
含
め
全
社

一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
」
と
吉
原
安
紀
副
社

長
は
語
る
。

溶接部門の高校生選手一同

　
第

回
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
（
主
催
・
全
国
工
業
高

等
学
校
長
協
会
、
後
援
・

日
本
溶
接
協
会
）
の
溶
接

競
技
が

月

・

日
の

両
日
、
日
本
溶
接
協
会
溶

接
技
術
中
央
検
定
場
（
川

崎
市
）
で
開
催
さ
れ
、
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
全
国
９

ブ
ロ
ッ
ク
と
開
催
地
代
表

の

人
の
高
校
生
が
腕
を

競
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
勝
の

栄
誉
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
戸
丸
皐
生
選
手
（
群

馬
・
利
根
実
業
高
校
）
が

輝
い
た
。
２
位
は
森
陸
志

選
手
（
大
阪
・
佐
野
工
科

高
校
）
、
３
位
は
知
久
翼

選
手
（
静
岡
・
島
田
工
業

高
校
）
が
入
賞
し
た
。

　
優
勝
し
た
戸
丸
選
手
は

「
自
分
が
納
得
で
き
る
溶

接
が
で
き
た
。
溶
接
を
通

し
て
学
ん
だ
忍
耐
力
や
広

い
視
野
を
持
つ
こ
と
を
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
喜
び
を
語
っ

た
。

　
今
大
会
か
ら
溶
接
部
門

が
公
開
競
技
と
し
て
加
わ

り
、
中
央
検
定
場
を
競
技

会
場
と
し
て
開
催
し
た
。

競
技
課
題
は
被
覆
ア
ー
ク

溶
接
中
板
（
９
㍉
）
裏
当

て
金
な
し（
Ｎ

２
Ｆ
）。

ま
た
最
終
層
は
競
技
材
中

央
部
の
指
定
範
囲
内
で
ビ

ー
ド
を
継
ぐ
こ
と
を
必
要

と
す
る
。

　
昨
年
度
大
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、
今
大
会
に
お
い
て
も

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

会
場
へ
の
入
場
人
数
の
制

限
や
検
温
、
消
毒
な
ど
徹

底
し
た
対
策
の
中
で
開
催

し
た
。

　

日
の
開
会
式
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
全
国

工
業
高
等
学
校
校
長
協
会

の
片
受
健
一
理
事
長
、
宍

戸
健
一
大
会
実
行
委
委
員

長
が
モ
ニ
タ
上
で
挨
拶
を

し
た
。

　
ま
た

日
に
は
、
日
本

溶
接
協
会
の
粟
飯
原
周
二

会
長
が
会
場
を
視
察
し
競

技
本
番
を
前
に
し
た
選
手

を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

閉
会
式
で
は
優
勝
の
戸
丸

選
手
に
日
本
溶
接
協
会
賞

を
授
与
し
た
。

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た

溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日

本
溶
接
協
会
の
指
定
機
関

な
ど
を
中
心
に
こ
れ
ま
で

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
愛
媛
県
新
居
浜

市
が
主
催
す
る
全
国
規
模

の
高
校
生
大
会
も
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
溶
接
の
輪
が

全
国
の
工
業
高
校
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
。

　
今
大
会
の
出
場
選
手
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）

　
▽
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
＝

山
下
輝
仁
（
釧
路
工
業
高

校
）
▽
東
北
＝
村
上
友
哉

（
宮
城
・
気
仙
沼
向
洋
高

校
）
▽
関
東
＝
戸
丸
皐
生

（
群
馬
・
利
根
実
業
高
校
）

▽
北
信
越
＝
工
藤
成
（
長

野
・
中
野
立
志
舘
高
校
）

▽
東
海
＝
知
久
翼
（
静
岡

・
島
田
工
業
高
校
）
▽
近

畿
＝
森
陸
志
（
大
阪
・
佐

野
工
科
高
校
）
▽
中
国
＝

中
越
悠
太
（
岡
山
・
笠
岡

工
業
高
校
）
▽
四
国
＝
越

智
亮
介
（
愛
媛
・
東
予
高

校
）
▽
九
州
＝
児
玉
海
晴

（
宮
崎
・
日
向
工
業
高
校
）

▽
開
催
地
＝
齋
藤
優
太

（
神
奈
川
・
磯
子
工
業
高

校
）

　
北
京
冬
季
五
輪
の
開
幕

が
近
い
。
各
競
技
の
代
表

選
考
レ
ー
ス
が
本
格
化
す

る
中
、
東
京
都
大
田
区
の

中
小
製
造
業
者
の
工
場
が

力
を
合
わ
せ
、
ボ
ブ
ス
レ

ー
の
「
そ
り
」
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。

　
ソ
チ
、
平
昌
大
会
で
不

採
用
に
終
わ
っ
た
経
験
を

糧
に
し
な
が
ら
、
今
回
も

ま
た
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

へ
の
採
用
を
目
指
し
て
挑

戦
を
続
け
て
い
る
。
溶
接

な
ど
を
担
当
し
て
い
る
五

城
熔
接
工
業
所
の
後
藤
智

之
社
長
を
取
材
し
た
。

　
五
城
熔
接
工
業
所
は
１

㍉
以
下
か
ら
１
０
０
㍉
以

上
と
幅
広
い
鋼
板
の
溶
接

を
手
が
け
て
お
り
、
３
代

目
で
あ
る
後
藤
社
長
も
、

現
場
で
溶
接
を
し
て
い

る
。
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
そ
り

の
製
造
は
、
２
０
１
４
年

の
ソ
チ
大
会
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て

年

か
ら
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。

　
大
田
区
の
中
小
製
造
業

者
が
集
う
「
下
町
ボ
ブ
ス

レ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」

で
は

年
間
、
ボ
ブ
ス
レ

ー
チ
ー
ム
か
ら
採
用
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
、
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り

返
し
な
が
ら
そ
り
を
製
造

し
て
き
た
。
現
在
製
造
し

て
い
る
も
の
は

号
機
に

な
る
。

　
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
そ
り

は
、
自
動
車
の
よ
う
に
ボ

デ
ィ
は
鉄
で
製
造
さ
れ
て

い
る
。
タ
イ
ヤ
を
装
着
す

る
代
わ
り
に
氷
の
上
を
滑

る
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ド
を
装

着
し
て
お
り
、
特
に
溶
接

が
必
要
な
パ
ー
ツ
は
、
ア

イ
ス
ブ
レ
ー
ド
を
装
着
す

る「
ラ
ン
ナ
ー
キ
ャ
リ
ア
」

だ
。

　
そ
の
他
に
も
、
ラ
ン
ナ

ー
キ
ャ
リ
ア
と
接
合
し
て

そ
り
が
左
右
に
動
く
の
を

助
け
る
パ
ー
ツ
「
ベ
ア
リ

ン
グ
ケ
ー
ス
」
や
、
微
細

な
動
き
を
可
能
に
す
る
そ

り
の
前
後
部
分
を
つ
な
ぐ

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
パ
ー
ツ
」

な
ど
が
あ
る
。

　
ラ
ン
ナ
ー
キ
ャ
リ
ア
の

パ
ー
ツ
は
板
厚

㍉
と


㍉
の
鋼
板
、
パ
イ
プ
材
は

３
・
２
㍉
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

部
分
は
１
０
０
㍉
以
上
の

厚
板
を
テ
ィ
グ
溶
接
で
接

合
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
、
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

の
溶
接
だ
。
モ
リ
ブ
デ
ン

鋼
は
耐
摩
耗
性
や
耐
食
性

が
期
待
で
き
る
一
方
で
、

割
れ
や
す
い
性
質
を
持

つ
。

　
そ
の
た
め
、
同
社
で
は

溶
接
作
業
後
に
自
然
冷
却

で
は
な
く
、
２
０
０
度
程

度
で
あ
ぶ
り
な
が
ら
温
度

を
少
し
ず
つ
下
げ
た
り
、

溶
接
前
に
バ
ー
ナ
ー
で
予

熱
す
る
な
ど
割
れ
を
防
ぐ

工
夫
を
し
て
い
る
（
２
面

に
関
連
記
事
）

フンさん㊨と溶接班の先輩

　
北
海
道
小
樽
市
で
、
企

業
ビ
ル
や
病
院
、
事
務
所

な
ど
商
業
用
の
建
物
を
軸

と
し
た
鉄
骨
の
溶
接
を
生

業
と
し
て
い
る
Ｈ
グ
レ
ー

ド
の
鉄
工
所
で
あ
る
大
川

鉄
工
所
（
大
川
晃
弘
社

長
）
。
同
社
に
昨
年
２
月

よ
り
就
業
し
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
人
技
能
自
習
生
の
チ

ャ
ン
・
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ハ

イ
ン
さ
ん
と
グ
エ
ン
・
デ

ィ
ン
・
フ
ン
さ
ん（
以
下
、

ハ
イ
ン
さ
ん
・
フ
ン
さ
ん
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
溶
接
未
経

験
者
な
が
ら
も
、
来
日
し

て
か
ら
技
能
を
習
得
し

て
、
溶
接
士
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
将
来
の
夢
は

「
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
っ
た
後

に
溶
接
事
業
所
を
創
業
し

て
社
長
に
な
る
こ
と
」
と

い
う
２
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人

溶
接
士
を
取
材
し
た
。

　
ハ
イ
ン
さ
ん
と
フ
ン
さ

ん
は
、
同
じ
ベ
ト
ナ
ム
の

送
り
出
し
機
関
と
日
本
の

管
理
団
体
を
通
じ
て
、
昨

年
の
２
月
か
ら
同
社
で
働

き
出
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
が

拡
大
す
る
直
前
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
１
年
程
度
の
日
本

語
学
習
を
経
て
、
Ｎ
３
ク

ラ
ス
（
会
話
に
く
わ
え
て

簡
単
な
読
み
書
き
が
可

能
）
の
言
語
力
で
来
日
し

た
。

　
ハ
イ
ン
さ
ん
は
同
社

で
、
Ｈ
鋼
の
切
断
作
業
を

中
心
と
し
て
お
り
、
主
に

床
の
重
量
を
支
え
る
梁
を

製
造
し
て
い
る
。
扱
う
素

材
は
板
厚
９
㍉
と

㍉
の

鋼
板
で
、
切
断
の
後
工
程

に
あ
る
組
み
立
て
で
溶
接

作
業
を
手
伝
う
こ
と
が
多

い
。
溶
接
は
ア
ー
ク
光
で

溶
接
箇
所
を
直
接
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
ハ

イ
ン
さ
ん
は
ト
ー
チ
を
持

つ
先
輩
溶
接
士
の
手
の
動

き
を
ま
ね
す
る
こ
と
で
上

達
し
た
と
い
う
。

　
技
能
習
得
に
対
し
て
積

極
的
な
ハ
イ
ン
さ
ん
は
、

「
ベ
ト
ナ
ム
で
も
コ
ロ
ナ

禍
は
深
刻
だ
。
日
本
と
同

じ
よ
う
に
少
し
ず
つ
日
常

生
活
が
戻
っ
て
き
た
も
の

の
、
ベ
ト
ナ
ム
で
仕
事
を

探
す
の
は
難
し
い
状
況
で

も
あ
る
。
故
郷
を
離
れ
て

い
る
の
は
寂
し
い
が
、
コ

ロ
ナ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
日

本
に
居
る
こ
と
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
、
一
生
も
の

の
技
術
を
手
に
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
す
。

　
フ
ン
さ
ん
は
、
入
社
時

に
行
わ
れ
る
研
修
で
「
溶

接
の
セ
ン
ス
が
あ
る
」
と

褒
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

溶
接
が
業
務
の
軸
で
あ
る

柱
の
製
造
を
担
当
し
て
い

る
。
柱
の
溶
接
は
超
音
波

検
査
を
突
破
し
た
も
の
し

か
出
荷
さ
れ
な
い
た
め
、

入
社
当
時
は
何
度
も
Ｎ
Ｇ

が
出
た
と
い
う

　
フ
ン
さ
ん
が
ぶ
つ
か
っ

た
最
も
大
き
な
壁
は
言
語

だ
。
指
示
は
理
解
で
き
て

も
、
先
輩
溶
接
士
に
質
問

を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

拙
い
日
本
語
で
は
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
フ
ン
さ

ん
は
、
携
帯
電
話
の
翻
訳

ア
プ
リ
を
常
に
開
い
て
お

い
て
、
質
問
内
容
を
ベ
ト

ナ
ム
語
か
ら
日
本
語
に
変

換
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
「
動
き
を

見
る
だ
け
で
は
な
く
溶
接

中
の
音
を
聞
き
、
で
き
る

だ
け
五
感
で
覚
え
る
よ
う

に
努
力
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

　
フ
ン
さ
ん
は
努
力
の
甲

斐
も
あ
り
、
同
社
で
行
わ

れ
る
社
内
溶
接
競
技
会

で
、
多
く
の
日
本
人
溶
接

士
を
抑
え
て
３
位
に
な
っ

た
。

　
２
人
に
日
本
で
の
仕
事

や
同
社
の
魅
力
を
尋
ね
る

と
、
「
当
社
で
は
ベ
ト
ナ

ム
人
に
国
籍
を
絞
り
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
た
め
、
入
社
時
に
先
輩

技
能
者
が
い
た
の
は
心
強

か
っ
た
」
「
溶
接
は
言
葉

で
の
説
明
を
１
０
０
％
理

解
し
た
か
ら
と
い
っ
て
格

段
に
上
達
す
る
も
の
で
は

な
い
。
五
感
で
覚
え
ら
れ

る
分
野
だ
っ
た
の
で
向
い

て
い
る
と
感
じ
た
」
「
美

人
が
多
い
」
な
ど
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
回
答
が
返
っ
て

き
た
。
嫌
に
な
る
こ
と
を

尋
ね
る
と
、
「
ベ
ト
ナ
ム

と
比
べ
て
北
海
道
は
寒
す

ぎ
る
」
と
話
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ベ
ト
ナ
ム

で
は
就
業
が
難
し
い
中
、

日
本
で
溶
接
技
能
を
習
得

し
て
い
る
状
況
を
前
向
き

に
と
ら
え
て
い
る
２
人
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。


